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なわとび運動における「交互回しとび」の学習方法に関する実証的研究
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An empirical study on learning program of“Chinese Wheels"

in rope skipping
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I。研究目的

1.問題の所存

なわとびという運動は,古くから世界中の国々

で行われ,親しまれてきた運動の一つである。日

本においても,我々の身近にある一般的な運動の

一つとして,広く普及しているものと言えるであ

ろう。

現在なわとび運動は,学校体育や業間体育にお

いて「時間とび」や「回数とび」あるいは「技へ

の挑戦」というかたちで行われている。また,体

力を高めるツールや仲間との関わりをうながす触

媒として,あるいはその達成そのものを楽しむス

ポーツ種目として,多様な学習内容を提供しなが

ら「教材化」されていることは広く知られている。

しかし,実際はなわとびの「二回旋とび」よりも

難しい技に挑戦するころになると,子どもたちは

だんだんとなわとび運動を敬遠するようになるの

が問題となっている。

2.研究目的

「なわの回旋方向」,「交差」,「側回旋」の組み

合わせ,そして「なわの回旋数」を増すことに技

の発展方向性をもつ短なわとび運動ではなく,そ

れとは別な系統の発展方向性をもつ教材の開発も

求められてよいのではないだろうか。「二回旋と

び」ができなくても,いろいろな形態の技を達成
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する喜びが体験できるような短なわとび運動があ

れば,なわとび運動はより親しみやすい教材にな

るであろう。

そこで本研究では,短なわとびと長なわとびを

組み合わせた「組み合わせとび」の雜しい技のひ

とつである「交互回しとび(“Chinese wheels")」

を提案したい。「交互回しとび」に取り組むこと

で,今までと違った観点からなわとび運動を捉え

させ,なわとび運動をより親しみやすいものとし,

新しいなわとび運動の可能性を感じさせたい。

この「交互回しとび」の基本的なとび方や発展

技ができるようになるには,複数の子どもたちが

互いに相手を思いやり,協力しながら,試行錯誤

の学習活動が必要不可欠であり,この点にこそ,

これまでの「短なわとび」や「長なわとび」とは

異なる「交互回しとび」という新しい組み合わせ

技の体育教材としての価値があると考えられる。

「交互回しとび」のバリエーション,技の練習

法についてはいくつかの研究がされている。また,

中学校において「交互回しとび」を単元として実

践した事例研究は行われているが,小学校におけ

る「交互回しとび」の授業実践は,まだほとんど

行われていない。

よって,本研究では,小学生の体育授業を対象

とし,「交互回しとび」の動感指導に力点をおい

た運動課題によって構成された指導過程を試案と
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して実践し,どのような運動課題が子どもたちに

適しているのかについて検証することにした。

3.「交互回しとび」の運動技術

「交互回しとび」とは,短なわとびと長なわと

びを組み合わせた「組み合わせとび」の技のひと

つである。図1のように2人が横に並び,互いの

右手と右手で1本のなわを,左手と左手でもう1

本のなわを持ち,2人が半周ずらして左右交互に

なわを回しながら,交互になわをとび合う技であ

る。この技の特徴は,相手と異なるタイミングで

なわをとび合うことにある。このとび方の習得練

習において,多く見られるつまずきは,両手を交

互ではなく同時に回してしまうことである。なわ

を交互に回す動きは,なわをとび越す跳躍動作と

分けて練習し,それらを全体の動作に還元しよう

としてもうまく行なえない。そこが,この技の難

しさである。

図1 「交互回しとび」連続写真

Ⅱ。研究方法

1.被験者

A小学校4年生32名,B小学校6年生78名を被

験者として選出した。

2.指導期間

A小学校 6日間 一日の指導時間45分間

B小学校 3日間 一日の指導時間45分間×2

単位時間連続

3.資料収集

本研究では,次の2つの資料を考察資料とした。

O指導場面の様子及び被験者の全試行を録画し

たビデオ映像

H)運動課題を行なった感想や,最高成功回数を

記人した学習カード

4.研究の手順

始めに,事例研究・先行実験の資料を基に,小

学生の子どもたちの動感指導に力点をおいた運動

課題を考案した。そして,考案した運動課題を基

に指導計画をたて,実践として授業を行なった。

授業後に学習カードと,撮影したビデオを分析し

ながら考察し,指導の中で生じた問題や,被験者

の技の習得における動きの変化の確認を行い,次

の時間の指導内容を考案した。

最後に,各授業時間終了時の「交互回しとび」

の達成度と,各運動課題を行なった試行回数を調

査し,運動課題の有効性を検証した。

本研究では,「交互回しとび」を10跳躍連続で

きたら形態発生が認められたと判断した。「交互

回しとび」の学習の初期段階では,ペアの子と交

互になわをとぶというリズムが崩れて連続できな

くなるケース,腕が同時回しになってしまって連

続できなくなるケースが多く見られる。これらの

ことから,「交互回しとび」を連続する過程で,

相手を意識してリズムを合わせる,崩れそうにな

ったリズムを修正する動きが行なわれることが,

「交互回しとび」を連続するための必要な身体操

作であると判断した。つまり,相手の動作を意識

してリズムのズレを修正する操作が発生すれば

「交互回しとび」の基本形態を習得したといえる。

そして,それらの操作は,「交互回しとび」を10

回跳躍連続する場合にたいてい現れる。よって,

本研究では,10回跳躍連続できることをもって,

「交互回しとび」の基本形態が習得されたと定義

した。

5.考案した運動課題

先行研究より,その場で腕の交互回しを行なう,

跳躍としゃがむ動きを加える,などの運動課題が

見られた。本研究では,小学校の子どもに適して

いて,より早く「交互回しとび」を習得できる運

動課題はないだろうかという観点から,「歩行し

ながら腕を交互に回す」ということを中心に3つ

の運動課題を考えた。

①なわを束ねて持って交互に回旋([図2]

②交互に回旋をしながら片手で相手を跳ばす(図

3)

③ダブルダッチのなわ回し

(①,②は歩行しながら行い,③はその場で行っ

た。)
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図2 運動課題①の連続写真

図3 運動課題②の連続写真

Ⅲ。指導実践の結果と考察

1.A小学校4年生32名への指導実践

6日間にわたり,A小学校4年生の子どもたち

に「交互回しとび」の指導を行なった結果,各時

間に与えた運動課題と習得率は表1のようになっ

た。

表1のように,第4時間目終了時の習得率が

86%,第5時間目の習得率が94%と高い習得率と

なり,ほぼすべての子どもたちが「交互回しとび」

を習得できたといえる結果となった。

また,子どもたちをa)短なわとびの技能レベ

ル,b)他の運動の運動能力レベルでグループ分

けして指導を行なったが,習得状況に差は見られ

なかった。このことから,「交互回しとび」の習

得には短なわとびの技能レベルや他の運動の運動

能力レベルは間係しない,ということが言える。

よって,短なわとびが苦手な子どもや,運動が苦

手な子どもでも,「交互回しとび」の習得は容易

表I A小学校指導結果

に行なえると考えられた。

さらに,今回の実践で行なった運動課題につい

て,難易度は適切であり,効果的であったといえ

る結果となった。また,最も効果の現れた運動課

題は②の「交互に回旋をしながら片手で相手を跳

ばす」という運動課題であった。

2.B小学校6年生78名への指導実践

3日間(各2時間)にわたり,B小学校6年生

の子どもたちに「交互回しとび」の指導を行なっ

た結果,各時間に与えた運動課題と習得率は表2

のようになった。

表2のように,第4時間目終了時の習得率が

93%と高い数字となり,ほぼすべての子どもたち

が「交互回しとび」を習得できたといえる結果と

なった。

しかし,運動課題について,第2時間目に与え

た運動課題である「ダブルダッチのなわ回し」を

行う際,うまくなわを回せないというっまずきが

見られた。そして,第2時間目終了時に習得でき

た子が一人もいなかった。この要因として,与え

た運動課題であるダブルダッチのなわ回しでは効

果が得られなかったということが考えられた。ダ

ブルダッチのなわ回しは肘中心の横回旋であり,

「交互回しとび」の習得初期の段階である,腕の

交互回しが定着していない段階の指導としては適

切ではなかった。

また,今回の実践のように,2時間続きの授業

で1時間目に両手同時回しの所謂一般的な短なわ

とびのとび方を跳ばせてしまうと,前時に行った

両手同時回しの腕の感覚が無意識に現れ,習得の

遅れへとつながった。よって,「交互回しとび」

を単元として行う際には,短なわとびの単元の延

長として行うのではなく,「組み合わせとび」と

表2 B小学校指導結果
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いう独立した単元として扱うべきであると考えら

れた。

Ⅳ。結論

本研究では,小学生の体育授業を対象にして,

「交互回しとび」の動感指導に力点をおいた運動

課題によって構成された学習プログラムを試案と

して実践し,どのような運動課題が子どもたちに

適しているのかについて検証を行なった。その結

果,A小学校4年生32名,B小学校6年生78名,

合わせて110名中95%にあたる104名の子どもが

「交互回しとび」習得したといえる結果となり,

ほぼすべての子どもたちが「交互回しとび」を習

得できた。そして,子どもたちは新しい短なわと

びのとび方に興味を示し,さらなる変化技へ意欲

的に取り組むという結果が得られた。このことか

ら,「交互回しとび」の授業への導人について,

「交互回しとび」は魅力的な体育教材であり,子

どもたちが互いに相手を思いやり,協力しながら,

試行錯誤の学習活動が見られるなど,教材として

の有効性が示唆された。

次に,本研究で考案した運動課題の検証につい

て,①「なわを束ねて持って交互に回旋」,②

「交互に回旋をしながら片手で相手を跳ばす」と

いう2つの運動課題は適切であった。しかし,③

「ダブルダッチのなわ回し」については適切では

なかった。

また,実践例A,Bについて第4時間目終了時

の習得率を見てみると, 86%, 94%と共に高い数

字であることが分かる。このことから,小学校高

学年の「交互回しとび」の習得は,3,4時間と

いう指導時間で高い習得率が得られる,というこ

とが考えられ,学習計画の考案や,発展技への挑

戦について,雜たな可能性を示す結果となった。

しかし,本研究は実証的な一事例に過ぎないため,

今後,より多くの子どもたちに通用する指導計画,

運動課題を考案し,指導実践を重ね,検証する必

要がある。
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